













































































































ブルグミュラー ２５の練習曲 ブルグミュラー １８の練習曲
ハ長調 １．正直
４．子供たちのつどい
６．前進
９．狩
１１．せきれい
１３．なぐさめ
２５．令嬢の乗馬
１．ないしょ話
２．真珠
６．陽気な少女
１０．すばやい動き
イ短調
２．アラベスク
１２．別れ
１１．セレナード
ト長調
３．牧歌
７．きれいな流れ
１４．スティリアンヌ
２１．天使の歌
２４．つばめ
３．家路をたどる羊飼い
5．泉
ホ短調 １８．不安 ８．アジタート
ヘ長調
5．無邪気
８．優美
17．おしゃべり
７．こもり歌
12．森での目覚め
17．行進曲
ニ短調 ２０．タランテラ １３．雷雨
ニ長調 １０．やさしい花 １８．つむぎ歌
ト短調 １６．あまいなげき １５．空気の精
イ長調 １９．アヴェ・マリア １４．ゴンドラ漕ぎの歌
変ホ長調 ２３．家路 １６．別離
ハ短調 15．バラード ４．ボヘミアン
変イ長調 ２２．舟歌 ９．朝の祈りの鐘
　※題名は音楽之友社「ブルグミュラー ２５のやさしい練習曲」
　　　　　　　　　　 「ブルグミュラー １８の練習曲」より
転調
　転調に於いては、調号の変わらぬ平行調や同主調を多く用いている。ブ
ルグミュラー １８の練習曲 になると、調号を用いた転調や調号を示さない
転調も多く見られる。　又、一曲の中で何度も転調する曲（４．ボヘミア
ン）もあり、その度音の響きの違いを感じながら弾かなければならない。
益　子　州出男
202
同じ目的の練習曲のテクニックや音楽表現の難易度の差
音階
　音階はピアノを弾く上で基本中の基本の練習であり、音の粒を揃えるに
は絶対練習しなければならない。ブルグミュラー ２５の練習曲、１８の練習曲
共に、ほとんど一オクターブ内の動きで収まっている事が多い。
　ブルグミュラー２５の練習曲６．前進
　ブルグミュラー 18の練習曲２．真珠
　この曲は２オクターブのように見えるが、指使いは１オクターブの繰り
返しである。しかし、上行は５から１へ、下行は１から５に同じ音で指を
弾き直す様になっている。同じ鍵盤上で素早く指を交換し、流れを止めな
い様にするのはやり難い。それを曲を通して行うのは大変である。
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ブルクミュラー18の練習曲Op.109の研究
重音の連続
　重音は脱力しないと弾きにくいので、初心者にとっては難しいテクニッ
クの一つである。
　又、同じ度数の連続かいなか、白鍵のみか黒鍵が入るか等によって難易
度が違ってくる。
　ブルグミュラー２５の練習曲４．子供たちのつどい
　この様に３度や６度の連続で幅が決まっている重音は、同じ幅で指を動
かすため比較的易しい。
　ブルグミュラー18の練習曲６．陽気な少女
　同じ指使いで度数が変化し、指の広がりが変わる。指の独立性が求めら
れ難易度が増す。
オクターブの動き
　オクターブ、それ以上離れている音を弾くには、手を広げているときに
力が溜まらないようにしなければならない。
益　子　州出男
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　ブルグミュラー２５の練習曲９．狩
　オクターブも同じ幅で動くのは比較的弾き易い。オクターブ下がって又
同じ音に戻っている。
　オクターブ飛ぶのもワンクッション入り指の準備が出来る。
　ブルグミュラー18の練習曲1２．森での目覚め
　オクターブを弾き、次に度数が狭まったり、広がったりしてから、再び
オクターブ弾きくのは幅の感覚が違って弾き難くなる。
交　互
　左右を交互に弾く時は、左右のバトンタッチ時にバランスが崩れない様
に気を付けることが一番である。
　ブルグミュラー２５の練習曲２４．つばめ
　左右が交互に弾く曲もメロディーラインが拍の頭にあると弾き易い。
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　ブルグミュラー18の練習曲８．アジタート
　左右交互に同じリズムを繰り返し弾くのは、力を抜くことが難しくなり、
音のバランス、リズム、テンポが崩れがちになる。まして、速いテンポで
正確に弾くのは非常に難しくなる。
装飾音
　装飾音は軽く弾かなければいけないが、速く弾こうと力が入ってしまい
逆に重くなってしまうことがあるので注意が必要になる。又、装飾音は旋
律ではなく、あくまでも「飾る音」なので、装飾音の次にくる旋律を邪魔
しない様に弾く事が大切である。
　ブルグミュラー２５の練習曲では右手の単発で出でくるため、力を抜いて
弾く事が比較的楽である。しかし、ブルグミュラー１８の練習曲１１．セレ
ナードの様に曲を通して左右でアルペジオとして出てくると、左右のタイ
ミングや音量のバランス、又装飾音の軽快さを揃えないと音楽がバラバラ
になってしまい、流れを止めないように弾くのが難しくなる。
益　子　州出男
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メロディーを押さえながら和声音を入れる
　メロディーを弾いている指が最後までを離れないようにしながら、他の
和声音を弾く事は力の配分が難しくなる。
　ブルグミュラー２５の練習曲７．きれいな流れ
　重たい１の指だけでメロディーを弾くのは残りの２～５の指の脱力が少
し楽である。
　ブルグミュラー18の練習曲１．ないしょ話
　メロディーを５や４の指でレガートで弾きながら５２１・４２１と下降させて
いくのは、一の指に向かって重さが加わりがちになり易く、メロディーを
弾く指が浮きやすくなる。そのため、切れないようにメロディーを弾くの
が難しくなる。
　ブルグミュラー18の練習曲5．泉
　メロディーの内声に置いた重心が浮かない様にしながら、手を広げる１
と５の指に力が溜まらない様に軽く弾くにはかなり難しくなる。
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　ブルグミュラー18の練習曲の９．朝の祈りの鐘
　メロディーをレガートで弾きながら和音を弾き直さなければいけない。
和音を弾いている指が上がった時に、メロディーを弾く指が切れない様に
するには、メロディーを弾く指と和音を弾く指の重心のバランスが難しく
なってくる。
フレーズのもって行き方
　ブルグミュラー ２５の練習曲では、多くの曲が次のフレーズに入る時に休
符を用いている。その休符により一度力を抜き、新たなフレーズに向けて
のブレスで弾き出す事が出来る。それに対し、ブルグミュラー １８の練習曲
になると多くの曲で音楽の流れを止めずに入っている。休符によるブレス
がなく次のフレーズに入るには、cresc．やdim．による強弱の流れとrit．
（時にはaccel．）による一つ一つの音の幅をコントロールしなければならず
より難しさが増す。
益　子　州出男
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ペダルの使い方
　ブルグミュラー１８の練習曲では、音を伸ばすペダルの他に、Una corda
（弱音ペダルを使用して）の表示されている曲がある。（２．真珠、５．泉。）
この指示よって、より音の響きを大切に弾かなければいけない。
おわりに
　以上述べて来た様に、ブルグミュラー１８の練習曲になると、テクニック
の要求度が高くなり、音楽を作る上で重要な表現力も幅広く求めている。
ツェルニーの練習曲とは違った意味で音楽の流れを考え、感じ、一つ一つ
の音を大切に弾かなければいけない。その様に楽譜を読み、弾く事を習得
することによって、感性がより磨かれピアノを弾く喜びが増していくであ
ろう。
　レッスン時間が限られている中で多くの曲を勉強するのは大変である。
ブルクミュラ２５の練習曲を終了した人がソナチネに移るのは、ソナタを弾
く上での形式やテクニックを身に付けるには必要で必ず弾くべきである
が、ツェルニー30番程度の中で音楽的な表現も身に付けるには、ブルグミュ
ラー １８の練習曲は最適な曲集である。、曲想もロマン的になっていて、後
に弾くショパンやシューマン等のロマン派の導入になるであろう。ゆえに、
ソナチネだけではなく、ブルクミュラー １８の練習曲も、もっと併用される
べきである。
　又、ブルクミュラーの１８練習曲は、一曲一曲が変化に富み興味を持って
勉強出来る曲集であり、ツェルニー 30番やソナチネの途中で辞めてしまっ
たピアノ学習者が、再びピアノを弾き始めるにも、曲の長さや譜読みの点
で最適な曲集ではなかろうか。
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　ブルクミュラ２５のやさしい練習曲　音楽之友社
　ブルクミュラ２５の練習曲　全音楽譜出版社
　ブルグミュラー１８の練習曲　音楽之友社　
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